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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　基材上に、２種類の図形が複数配置されて連続階調模様を形成した印刷物であって、前

記２種類の図形は、それぞれが商標、家紋、ロゴマーク、シンボルマーク又は文字等を一

つの連続階調再現用の網点パターンとして形成したものであり、前記２種類の図形の中の

第１の図形は、赤外線吸収色素を含まないインキを用いて規則的に配置されて可視の連続

階調模様を形成し、第２の図形は、金属粉を含むインキ又は金属箔を含む転写シートを用

いて規則的に配置されて連続階調模様を形成し、

　前記第１の図形の最小画線面積は、前記第２の図形の最大画線面積よりも大きく形成さ

れ、

　前記規則的に配置された夫々の第２の図形上に、前記規則的に配置された夫々の第１の

図形が対応して重なって配置され、前記第１の図形は、前記第２の図形が視認不可能とな

る色彩のインキで印刷され、

　前記夫々の第２の図形は、前記夫々の第１の図形により隠蔽され不可視の連続階調模様

が形成された印刷物であって、

　前記印刷物を可視光下で観察した場合に前記可視の連続階調模様が観察され、赤外光下

で観察した場合に前記不可視の連続階調模様が観察されることを特徴とする連続階調模様

を有する印刷物。

【発明の詳細な説明】

【技術分野】
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【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 紙 幣 、 パ ス ポ ー ト 、 有 価 証 券 及 び カ ー ド 等 （ 以 下 「 貴 重 印 刷 物 」 と い う 。 ）

を 含 む 偽 造 防 止 及 び 改 ざ ん 防 止 機 能 が 必 要 と さ れ る 印 刷 物 に 利 用 さ れ る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 近 年 、 カ ラ ー 複 写 機 の 高 画 質 化 及 び カ ラ ー 製 版 技 術 の コ ン ピ ュ ー タ 化 に 伴 い 、 紙 幣 や 有

価 証 券 類 の 偽 造 手 段 が 多 様 化 す る 傾 向 に あ る 。 特 に 、 印 刷 産 業 分 野 で 使 用 さ れ る 画 像 入 出

力 機 器 の 解 像 度 が 著 し く 向 上 し 、 有 価 証 券 類 に 使 用 さ れ て い る 細 線 や 微 小 文 字 の 抽 出 が 容

易 に な っ て き た 。 こ の こ と は 、 単 に ４ 色 の 網 点 構 成 か ら 成 る 一 般 商 業 印 刷 法 に よ る 偽 造 だ

け で は な く 、 現 在 の 有 価 証 券 の 多 く に 採 用 さ れ て い る 地 紋 、 彩 紋 及 び レ リ ー フ 模 様 等 、 白

黒 ２ 値 で 構 成 さ れ た も の が 、 ス キ ャ ナ 等 の 入 出 力 機 器 に よ り 、 高 精 度 に 抽 出 で き 、 特 色 版

を 多 用 し た も の よ り 本 格 的 な 偽 造 券 が 増 え て き た 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 そ こ で 近 年 の 偽 造 に 対 応 す べ く 、 本 出 願 人 が 先 に 出 願 し た 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ６ ８ ２ ８

で は 、 ２ 種 類 の 網 点 画 像 を 同 一 平 面 上 に 均 等 配 置 す る 場 合 に お い て 、 一 般 の 商 業 印 刷 で 使

用 さ れ て い る 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま な い シ ア ン （ Ｃ ） 、 マ ゼ ン タ （ Ｍ ） 、 イ エ ロ ー （ Ｙ

） と 、 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 む ブ ラ ッ ク （ Ｂ ｋ ） の 基 本 ４ 色 イ ン キ を 用 い て 、 可 視 及 び 不

可 視 画 像 を 生 成 し 、 現 在 の 写 真 製 版 装 置 で は 複 製 が 不 可 能 で あ り 、 特 殊 鑑 定 装 置 等 を 用 い

な い 限 り 画 像 を 認 識 す る こ と が で き な い 不 可 視 画 像 を 安 価 に 印 刷 す る 網 点 印 刷 物 及 び そ の

印 刷 方 法 を 提 供 し た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 し か し 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ６ ８ ２ ８ で は 、 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 む ブ ラ ッ ク （ Ｂ ｋ ）

が 有 効 に 作 用 し な が ら も 、 ブ ラ ッ ク （ Ｂ ｋ ） と い う 低 明 度 （ 高 濃 度 ） の 印 刷 色 が 印 刷 面 の

デ ザ イ ン に 大 き く 影 響 し て い る 。 す な わ ち 、 赤 外 線 カ メ ラ 等 で 印 刷 面 を 観 察 す る 際 に 、 ブ

ラ ッ ク （ Ｂ ｋ ） に よ っ て 施 さ れ て い る 不 可 視 画 像 の 鮮 明 化 を 図 る と 、 必 然 的 に ブ ラ ッ ク （

Ｂ ｋ ） に 用 い る 網 点 の 最 大 面 積 率 が 大 き く な り 、 肉 眼 で 観 察 す る 可 視 画 像 が 全 体 的 に 黒 ず

ん だ 状 態 に な る と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 、 貴 重 印 刷 物 の 意 匠 は 、 偽 造 防 止 及 び 改 ざ ん 防 止 を 目 的 と し て 複 雑 な 画 線 構 成 に な

っ て い る の が 一 般 的 で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ６ ８ ２ ８ は 、 連 続 諧 調 画

像 を 表 現 す る こ と の み を 目 的 と し た 単 純 な 網 点 に よ る も の で あ り 、 複 雑 な 模 様 で 構 成 す る

貴 重 印 刷 物 の デ ザ イ ン に は 不 向 き と い う 問 題 も あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 一 方 、 貴 重 印 刷 物 の 意 匠 に 連 続 諧 調 要 素 を 設 け て 一 層 複 雑 な 図 形 を 作 成 で き る 技 術 と し

て 、 本 出 願 人 が 先 に 出 願 し た 特 開 平 １ １ － ２ ６ ８ ２ ２ ８ が あ る 。 こ れ は 、 任 意 の 図 形 を 基

に ハ ー フ ト ー ン ス ク リ ー ン を 生 成 す る 技 術 で あ る が 、 単 色 印 刷 表 現 で の 意 匠 の 複 雑 さ を 高

め た 技 術 で あ り 、 不 可 視 画 像 を 含 め る こ と は で き な か っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ６ ８ ２ ８

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ６ ８ ２ ２ ８

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 の 問 題 に か ん が み 、 貴 重 印 刷 物 の 意 匠 と す べ く 複 雑 な 画 線 を 成 す 印 刷 物 が 求 め ら れ

て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 す な わ ち 、 そ れ ぞ れ 異 な る 意 匠 に よ る 、 そ れ ぞ れ ２ 種 類 の 図 形 か ら 成 る 網 点 画 像 を 備 え

た 印 刷 物 に お い て 、 第 １ の 図 形 は 、 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま な い 有 色 イ ン キ で 印 刷 し 、 第

２ の 図 形 は 、 金 属 紛 を 含 む イ ン キ 又 は 金 属 箔 を 含 む 転 写 シ ー ト 並 び に 該 物 質 及 び 赤 外 線 吸

収 性 色 素 を 含 ま な い 有 色 イ ン キ で 印 刷 す る こ と に よ っ て 、 可 視 の 状 態 で は 第 １ の 図 形 が 認

10

20

30

40

50



(3) JP  4997531  B2  2012.8.8

識 さ れ 、 第 ２ の 図 形 が 隠 蔽 さ れ て い る こ と を 認 識 す る の は 困 難 な 印 刷 物 を 得 る こ と を 目 的

と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 該 印 刷 物 を 赤 外 線 下 で 観 察 す る と 、 第 １ の 図 形 は 認 識 で き ず 、 第 ２ の 図 形 を 認 識

す る こ と が で き る 。 ま た 、 金 属 紛 を 含 む イ ン キ 又 は 金 属 箔 を 含 む 転 写 シ ー ト を 用 い て い る

こ と か ら 、 印 刷 物 を Ｘ 線 等 の 電 子 線 照 射 に よ っ て も 第 ２ の 図 形 を 確 認 す る こ と を 目 的 と す

る も の で あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 は 、 基 材 上 に 、 ２ 種 類 の 図 形 が 複 数 配 置 さ れ て 連 続 階 調 模 様 を 形 成 し た 印 刷 物 で

あ っ て 、 ２ 種 類 の 図 形 は 、 そ れ ぞ れ が 商 標 、 家 紋 、 ロ ゴ マ ー ク 、 シ ン ボ ル マ ー ク 又 は 文 字

等 を 一 つ の 連 続 階 調 再 現 用 の 網 点 パ タ ー ン で あ り 、 ２ 種 類 の 図 形 の 中 の 第 １ の 図 形 は 、 赤

外 線 吸 収 色 素 を 含 ま な い イ ン キ を 用 い て 規 則 的 に 配 置 さ れ て 可 視 の 連 続 階 調 模 様 を 形 成 し

、 第 ２ の 図 形 は 、 金 属 粉 を 含 む イ ン キ 又 は 金 属 箔 を 含 む 転 写 シ ー ト を 用 い て 規 則 的 に 配 置

さ れ て 不 可 視 の 連 続 階 調 模 様 を 形 成 し 、 規 則 的 に 配 置 さ れ た 夫 々 の 第 ２ の 図 形 上 に 、 規 則

的 に 配 置 さ れ た 夫 々 の 第 １ の 図 形 が 対 応 し て 重 な っ て 配 置 さ れ 、 夫 々 の 第 ２ の 図 形 は 、 夫

々 の 第 １ の 図 形 に よ り 隠 蔽 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 連 続 階 調 模 様 を 有 す る 印 刷 物 で あ

る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 に お け る 第 １ の 図 形 は 、 第 ２ の 図 形 が 視 認 不 可 能 な 色 彩 の イ ン キ で 印 刷 さ れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 連 続 階 調 模 様 を 有 す る 印 刷 物 で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 貴 重 印 刷 物 の 意 匠 と す べ く 複 雑 な 画 線 構 成 を 成 し 、 そ れ ぞ れ 異 な る 意 匠 に よ る そ れ ぞ れ

２ 種 類 の 図 形 か ら 成 る 網 点 画 像 を 備 え た 印 刷 物 に お い て 、 第 １ の 図 形 は 、 赤 外 線 吸 収 性 色

素 を 含 ま な い 有 色 イ ン キ で 印 刷 し 、 第 ２ の 図 形 は 、 金 属 紛 を 含 む イ ン キ 又 は 金 属 箔 を 含 む

転 写 シ ー ト 並 び に 該 物 質 及 び 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま な い 有 色 イ ン キ で 印 刷 す る こ と に よ

っ て 、 可 視 の 状 態 で は 第 １ の 図 形 が 認 識 さ れ 、 第 ２ の 図 形 が 隠 蔽 さ れ て い る こ と を 認 識 す

る の は 困 難 な 印 刷 物 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 該 印 刷 物 を 赤 外 線 下 で 観 察 す る と 、 第 １ の 図 形 は 認 識 で き ず 、 第 ２ の 図 形 を 認 識

す る こ と が で き る 。 ま た 、 金 属 紛 を 含 む イ ン キ 又 は 金 属 箔 を 含 む 転 写 シ ー ト を 用 い て い る

こ と か ら 、 印 刷 物 を Ｘ 線 等 の 電 子 線 照 射 に よ っ て も 第 ２ の 図 形 を 確 認 す る こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ５ 】

　 金 属 紛 を 含 む イ ン キ 又 は 金 属 箔 を 含 む 転 写 シ ー ト （ 以 下 「 金 属 イ ン キ 」 と い う 。 ） に お

い て は 、 可 視 光 で も 赤 外 光 で も 網 点 画 像 を 観 察 で き る こ と か ら 、 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま

な い 有 色 イ ン キ を 可 視 光 観 察 で き る 可 視 画 像 と し 、 金 属 イ ン キ を 赤 外 光 で の み 観 察 で き る

不 可 視 画 像 と す る こ と が で き る 。 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 詳 細 に 説 明

す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ は 、 そ れ ぞ れ ２ 種 類 の 図 形 が 基 材 に 重 ね て 印 刷 さ れ て い る 状 態 を 示 し た も の で あ る

。 ２ 種 類 の 図 形 は そ れ ぞ れ 具 象 的 な 意 匠 を 成 し 、 画 線 面 積 に よ っ て 形 状 の 変 容 を 伴 っ て い

る 。 さ ら に 、 そ れ ら ２ 種 類 の 図 形 は 、 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま な い 第 １ の 図 形 と 、 金 属 イ

ン キ か ら 成 る 第 ２ の 図 形 と が 重 ね て い る も の で あ る 。 例 え ば 、 第 ２ の 意 匠 「 月 と 星 」 の イ

ラ ス ト レ ー シ ョ ン の 図 形 ｑ ２ を 金 属 イ ン キ で 印 刷 し 、 更 に そ の 上 に 、 例 え ば 第 １ の 意 匠 「

太 陽 」 の イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン の 図 形 ｑ １ を 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま な い イ ン キ で 印 刷 す る

。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 形 ｑ １ は 図 形 ｑ ２ を 完 全 に 隠 蔽 し て い お り 、 印 刷 物 を 可 視 光 下 で 観 察 し た 際 に は 図 ２
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（ １ ） の よ う に 図 形 ｑ １ が 見 え 、 赤 外 線 カ メ ラ で は 図 ２ （ ２ ） の よ う に 第 １ の 意 匠 「 太 陽

」 を 構 成 す る 図 形 ｑ ２ を 観 察 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま な い

イ ン キ は 、 金 属 イ ン キ の 乱 反 射 の 明 度 よ り も 低 い 明 度 の 有 色 イ ン キ と す る も の で あ る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 ３ は 、 図 １ で 示 し た 図 形 ｑ １ と 図 形 ｑ ２ を 基 に 作 成 さ れ た 連 続 諧 調 再 現 用 の 網 点 パ タ

ー ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ の 構 成 を 示 す も の で あ る 。 こ の 網 点 パ タ ー ン と は 、 任 意 の 写 真 諧 調 を 有

す る グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 に 対 し 、 該 網 点 パ タ ー ン が 備 え て い る 図 形 的 特 長 を 基 に 画 線 面 積

率 の 調 整 を 図 っ た ２ 値 画 像 を 作 成 す る た め の 画 像 フ ァ イ ル で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 網 点 パ タ ー ン Ｓ １ は 、 図 形 ｑ ２ を 隠 蔽 す る 図 形 ｑ １ の 基 と な る も の で あ る 。 少 な く と も

図 形 ｑ １ の 最 小 画 線 面 積 は 、 図 形 ｑ ２ の 最 大 画 線 面 積 よ り も 大 き い こ と が 必 要 で あ る か ら

、 網 点 パ タ ー ン Ｓ １ に 備 え る 最 小 画 線 面 積 は 、 図 形 Ｓ １ ａ と な る 。 こ れ に よ り 図 形 Ｓ １ ａ

は 、 図 形 ｑ ２ の 最 大 画 線 面 積 と 画 線 形 状 を 含 み 持 ち 、 第 １ の 意 匠 「 太 陽 」 を 形 成 す る 図 形

と な っ て い る 。 な お 、 網 点 パ タ ー ン Ｓ １ に 備 え る 最 大 画 線 面 積 は 図 形 ｑ １ そ の も の の 形 で

あ る 図 形 Ｓ １ ｄ と な る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 ま た 、 網 点 パ タ ー ン Ｓ ２ は 、 図 形 ｑ １ に 完 全 に 隠 蔽 さ れ る 図 形 ｑ ２ の 基 と な る も の で あ

る か ら 、 図 形 ｑ ２ の 最 大 画 線 面 積 は 、 図 形 ｑ １ の 最 小 画 線 面 積 よ り も 小 さ い こ と が 必 要 で

あ る 。 し た が っ て 、 網 点 パ タ ー ン Ｓ ２ に 備 え る 最 大 網 点 面 積 は 、 網 点 パ タ ー ン Ｓ １ の 最 小

網 点 面 積 の 図 形 Ｓ １ ａ よ り も 画 線 面 積 の 小 さ い 図 形 Ｓ ２ ａ と な る 。 こ れ に よ り 、 図 形 ｑ １

の 最 小 画 線 面 積 未 満 で あ り な が ら 第 ２ の 意 匠 「 月 と 星 」 を 形 成 す る 図 形 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 さ ら に 、 図 ３ に 示 す 網 点 パ タ ー ン Ｓ １ 及 び 網 点 パ タ ー ン Ｓ ２ は 、 グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 に

対 し 、 そ れ ぞ れ の 網 点 パ タ ー ン が 備 え て い る 図 形 の 特 長 を 基 に 画 線 面 積 率 の 調 整 を 図 っ た

２ 値 画 像 を 作 成 す る た め 、 段 階 的 な ２ 値 化 を 奏 す る た め の 図 形 を 設 け て い る 。 す な わ ち 、

網 点 パ タ ー ン Ｓ １ は 、 「 太 陽 」 の 意 匠 的 特 長 を 保 ち な が ら 網 点 図 形 Ｓ １ ａ 、 Ｓ １ ｂ 、 Ｓ １

ｃ 、 Ｓ １ ｄ と 段 階 的 に 画 線 面 積 率 を 増 や し て あ る 。 ま た 、 網 点 パ タ ー ン Ｓ ２ は 、 「 月 と 星

」 の 意 匠 的 特 長 を 保 ち つ つ 、 網 点 図 形 Ｓ ２ ａ 、 Ｓ ２ ｂ 、 Ｓ ２ ｃ 、 Ｓ ２ ｄ と 段 階 的 に 画 線 面

積 率 を 増 や し て あ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 次 に 、 例 え ば 、 画 像 中 心 か ら 外 側 に 連 続 諧 調 を 有 す る グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 を 、 網 点 パ タ

ー ン Ｓ １ を 用 い て ２ 値 化 す る と 、 図 ４ に 示 す よ う に 第 １ の 意 匠 「 太 陽 」 の イ ラ ス ト レ ー シ

ョ ン の 図 形 ｑ １ が 画 線 面 積 率 の 変 化 を も っ て 多 角 形 配 列 （ 本 実 施 例 で は 正 方 形 配 列 ） さ れ

た 図 形 群 か ら 成 る 網 点 画 像 Ｐ １ の よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 例 え ば 、 画 像 上 部 か ら 下 部 に 連 続 諧 調 を 有 す る グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 を 、 網 点 パ タ

ー ン Ｓ ２ を 用 い て ２ 値 化 す る と 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 意 匠 「 月 と 星 」 の イ ラ ス ト レ

ー シ ョ ン の 図 形 ｑ ２ が 画 線 面 積 率 の 変 化 を も っ て 多 角 形 配 列 （ 本 実 施 例 で は 正 方 形 配 列 ）

さ れ た 図 形 群 か ら 成 る 網 点 画 像 Ｐ ２ の よ う に な る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 こ の 規 則 的 に 配 置 さ れ た 網 点 画 像 Ｐ ２ を 金 属 イ ン キ で 印 刷 し 、 更 に そ の 上 に 、 例 え ば 第

１ の 意 匠 「 太 陽 」 の イ ラ ス ト レ ー シ ョ ン の 図 形 ｑ ２ を 赤 外 線 吸 収 性 色 素 を 含 ま な い イ ン キ

で 印 刷 す る 。 図 形 ｑ １ は 図 形 ｑ ２ を 完 全 に 隠 蔽 し て お り 、 印 刷 物 を 可 視 光 下 で 観 察 し た 際

に は 図 ２ （ １ ） の よ う に 図 形 ｑ １ が 見 え 、 赤 外 線 カ メ ラ で は 図 ２ （ ２ ） の よ う に 第 １ の 意

匠 「 太 陽 」 を 構 成 す る 図 形 ｑ ２ を 観 察 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 上 の よ う に し て 本 実 施 例 に よ り 得 ら れ る 印 刷 物 は 、 可 視 の 状 態 で は 、 赤 外 線 吸 収 性 色

素 を 含 ま な い イ ン キ で 印 刷 さ れ た 図 形 が 認 識 さ れ 、 こ の 印 刷 物 を 赤 外 線 下 で 観 察 す る と 潜

像 と し て 金 属 イ ン キ で 印 刷 さ れ た 図 形 を 認 識 す る こ と が で き る 。 な お 、 赤 外 線 吸 収 性 色 素

を 含 ま な い イ ン キ 及 び 金 属 イ ン キ に 用 い る 材 料 は 何 ら 限 定 す る も の で は な い 。 ま た 、 第 １
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の 図 形 及 び に 第 ２ の 図 形 は 、 商 標 、 家 紋 、 ロ ゴ マ ー ク 、 シ ン ボ ル マ ー ク 及 び 文 字 等 の 意 匠

性 を 有 す る 図 形 で あ り 、 図 形 の 意 匠 を 何 ら 限 定 す る も の で は な い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 図 １ 】 第 １ の 図 形 と 第 ２ の 図 形 を 重 ね て 印 刷 し た 模 様 を 示 す 図 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 連 続 階 調 模 様 を 有 す る 印 刷 物 を 、 可 視 光 下 で 観 察 し た 場 合 と 赤 外 線 カ メ

ラ を 用 い て 観 察 し た 場 合 を 示 す 図 。

【 図 ３ 】 図 １ で 示 し た 図 形 ｑ １ 及 び 図 形 ｑ ２ を 基 に 作 成 さ れ た 連 続 階 調 再 現 用 の 網 点 パ タ

ー ン Ｓ １ 及 び Ｓ ２ の 構 成 を 示 す 図 。

【 図 ４ 】 画 像 中 心 か ら 外 側 に 連 続 階 調 を 有 す る グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 を 、 網 点 パ タ ー ン Ｓ １

を 用 い て ２ 値 化 し た 図 。

【 図 ５ 】 画 像 上 部 か ら 下 部 に 連 続 階 調 を 有 す る グ レ ー ス ケ ー ル 画 像 を 、 網 点 パ タ ー ン Ｓ ２

を 用 い て ２ 値 化 し た 図 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ７ 】

Ｐ １ 　 　 　 　 　 　 網 点 画 像

Ｐ ２ 　 　 　 　 　 　 網 点 画 像

ｑ １ 　 　 　 　 　 　 図 形

ｑ ２ 　 　 　 　 　 　 図 形

Ｓ １ 　 　 　 　 　 　 網 点 パ タ ー ン

Ｓ １ ａ ～ ｄ 　 　 　 　 網 点 図 形

Ｓ ２ 　 　 　 　 　 　 網 点 パ タ ー ン

Ｓ ２ ａ ～ ｄ 　 　 　 　 網 点 図 形

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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